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新発見 !! 日田の元気印（記帳指導・経営支援）

１． 新発見!!   日田の元気印
２． 日田商工会議所令和7年度事業計画
３． 小規模事業者持続化補助金、 

LINE公式アカウント
４． 法律相談、定例無料相談
５． 検定、新入会員のご紹介、 

入会のご案内
６． 掲示板、景気動向調査、新入職員紹介
７． 考動する商工会議所
８． 福祉制度キャンペーンのご案内

　丸山町に店舗を構え12年目になる整骨院であり、交通事故やスポー
ツ中の怪我など、日常生活等で起こった骨折・脱臼・捻挫・打撲・挫傷
等に対する施術を行っています。また、自費治療として慢性疾患等に対
するアプローチや姿勢矯正等も行っています。長年培った技術力を、是
非体験してみてはいかがでしょうか？
　ご予約の際は、ＱＲコードのＬＩＮＥ・インスタグラムよりご連絡ください。

【 い わ き 整 骨 院 】
〜 安全と信頼の技術力で、身体のメンテナンスを行います 〜

営業時間：月曜日～土曜日 8:00～12:30、14:00～19:00（水・土は14時まで。午後休診。）
〒877−0008　日田市丸山2丁目1−63　TEL 0973−28−6900

定休日：日曜日・祝祭日（詳細についてはＳＮＳや公式ＨＰにてご確認ください）



　地
域
経
済
の
活
力
の
源
泉
で
あ

り
地
域
雇
用
の
維
持
・
創
出
を
担

う
小
規
模
事
業
者
等
に
対
す
る
持

続
的
発
展
支
援
を
進
め
る
た
め
、

国
・
県
・
市
及
び
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
、
販
路
開
拓
支
援
・
人

材
不
足
支
援
・
伴
走
型
経
営
支
援

を
推
進
し
ま
す
。

❶
販
路
開
拓
・
新
商
品
開
発
の
支

援
、
経
営
革
新
に
対
す
る
支
援

を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
の
国

等
の
専
門
家
派
遣
事
業
の
活
用

❷
経
営
発
達
支
援
計
画
等
に
基
づ

く
小
規
模
事
業
者
等
の
経
営
力

向
上
支
援

❸
事
業
継
続
力
強
化
支
援
計
画
に

基
づ
く
災
害
時
等
に
お
け
る
小

規
模
事
業
者
の
事
業
継
続
を
支

援
す
る
た
め
の
体
制
構
築

❹
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ

テ
ラ
イ
ト
の
事
業
活
動
の
推
進

❺	

若
年
者
労
働
力
確
保
の
た
め
の

「
日
田
就
職
ガ
イ
ド
」
作
成
事
業

の
実
施

　ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
日
田
祇
園
曳
山
行
事
を

活
用
し
た
日
田
祇
園
山
鉾
集
団
顔

見
世
の
週
末
開
催
な
ど
を
中
心

に
、交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
市
内

経
済
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

❶
日
田
祇
園
山
鉾
集
団
顔
見
世
の

週
末
開
催
に
向
け
た
取
り
組
み

❷
「
進
撃
の
日
田
」ま
ち
お
こ
し
会

議
の
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組

み
支
援

❸
市
内
の
観
光
案
内
板
や
高
速
バ

ス
車
内
に
２
次
元
コ
ー
ド
を
設

置
し
て
、
多
言
語
の
観
光
情
報

を
提
供
す
る
な
ど
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
策
の
強
化

❹
咸
宜
園「
世
界
遺
産
登
録
」に
向

け
た
取
り
組
み
及
び
日
本
遺
産

認
定
に
伴
う
地
域
振
興
事
業
へ

の
支
援

　小
規
模
事
業
者
等
経
営
者
の
高

齢
化
に
際
し
、
デ
ー
タ
管
理
に
基

づ
く
科
学
的
・
論
理
的
経
営
を
普

及
さ
せ
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｔ
化
・

Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
と
経

営
の
効
率
化
を
推
進
す
る
た
め
に

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
円

滑
な
事
業
承
継
と
事
業
の
持
続
的

発
展
を
支
援
し
ま
す
。

❶
小
規
模
企
業
経
営
者
の
高
齢
化

問
題
等
に
対
し
円
滑
な
事
業
承

継
を
支
援
す
る
た
め
の
、
大
分

県
事
業
承
継
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携

❷
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展

の
た
め
の
諸
施
策
や
諸
制
度
の

啓
蒙
・
普
及
・
活
用
促
進

❸
相
談
指
導
の
強
化
を
図
る
た
め

各
地
区
移
動
相
談
所
の
開
設
や

各
種
専
門
員
に
よ
る
定
例
相
談

会
の
実
施

❹	

Ｉ
Ｔ
化
・
Ｄ
Ｘ
化
に
関
す
る
経

営
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
に
よ
る

機
運
醸
成

　中
核
病
院
と
し
て
の
済
生
会
日

田
病
院
へ
の
支
援
や
、
タ
ク
シ
ー
運

行
台
数
の
減
少
に
よ
り
、
移
動
手

段
に
制
約
の
あ
る
方
々
の
交
通
課

題
の
解
決
に
向
け
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

導
入
の
検
討
や
三
隈
川
の
水
質
好

転
に
向
け
た
関
係
機
関
へ
の
要
望

活
動
等
、
様
々
な
市
民
生
活
環
境

の
改
善
に
向
け
尽
力
し
ま
す
。

❶
済
生
会
日
田
病
院
に
係
る
支
援

❷
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
検
討

❸
三
隈
川
の
水
環
境
改
善
に
資
す

る
支
援

日
田
商
工
会
議
所
令
和
7
年
度
事
業
計
画
が
承
認

日
田
商
工
会
議
所
令
和
7
年
度
事
業
計
画
が
承
認

令
和
７
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
『 

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
広
く
と
ら
え
よ
う
』

　
去
る
３
月
27
日
に
、
第
２
１
９
回
日
田
商
工
会
議
所
通
常
議
員
総
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
７
年
度
の
事
業

計
画
と
収
支
予
算
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
広
く
捉
え
て
、
日
田
市
外
へ
の
販
路

開
拓
に
努
め
る
た
め
に
、
行
政
を
は
じ
め
地
域
住
民
や
関
係
諸
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
ぐ
る

み
で
支
援
す
る
体
制
を
築
き
、四
つ
の
重
点
方
針
を
柱
と
し
た
事
業
活
動
を
積
極
果
敢
に
推
進
い
た
し
ま
す
。

《
重
点
方
針 

❶
》 

 

経
営
支
援
の
充
実
の
た
め

の
取
り
組
み

《
重
点
方
針 

❷
》 

 

交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み

《
重
点
方
針 
❸
》 

 

Ｄ
Ｘ
化
・
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進

と
事
業
承
継
支
援

《
重
点
方
針  

❹
》 

 

市
民
問
題
解
決
の
支
援

第368号 （2）令和7年5月15日日田商工会議所ニュース

日田商工会議所ではLINE公式アカウントを開設しております。
各種支援情報やセミナー情報、災害関連の情報などをいち早くお知らせ
いたします。ぜひ、友だち追加をお願いします。

日田商工会議所
LINE公式アカウントをご活用下さい !

当アカウントへの投稿に対する直接の返信は致しかねます。
お返事が必要な場合は、別途、電話かメールにてお問い合わせ下さい。

QRコードより友だち追加をお願いします!

●問 日田商工会議所LINE公式アカウント係　℡22－3184　　 　info＠hitacci.com

「第17回小規模事業者持続化補助金」が
公募開始しております!

販路開拓・生産性向上に向けた取組を行う事業者の皆様へ

商工会議所地区
小規模事業者持続化補助金事務局<一般型>
03－6634－9307
事務局ホームページはこちらです。応募要領等はこちらからご確認ください。➡

9:00～ 12:00、13:00～ 17:00
※土日祝の営業日を除く受付時間

お
問
合
せ

第368号（3） 令和7年5月15日 日田商工会議所ニュース

　小規模事業者等が、今後複数年にわたり相次いで直面する制度変更等に対応するために取り
組む販路開拓等の経費を一部補助することにより、地域の雇用や産業を支える小規模事業者等
の生産性向上と持続的発展を図ることを目的とした補助金です。

補助対象経費
機械装置等費、広報費、ウェブサイト関連費、展示会等出展費（オンラインによる展示会・商談
会等を含む）、旅費、新商品開発費、借料、委託・外注費 等

補助上限 50万円 （要件を満たせば最大250万円）　※詳細は応募要領をご確認ください。

補助対象者
●商業・サービス業（宿泊業・娯楽業除く） 常時使用する従業員の数 5人以下
●サービス業のうち宿泊業・娯楽業 常時使用する従業員の数 20人以下
●製造業その他 常時使用する従業員の数 20人以下

※その他、詳細は公募要領をご確認ください。

申請受付締切 2025年6月13日（金）

公募回 申請者数 採択者数 採択率
第14回 13,597 8,497 62.5％
第15回 13,336 5,580 41.8％
第16回   7,371 2,741 37.2％

※直近3回の状況

※事業支援計画書（様式4）発行の受付締切
　2025年6月3日 ㈫
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日田商工会議所ではLINE公式アカウントを開設しております。
各種支援情報やセミナー情報、災害関連の情報などをいち早くお知らせ
いたします。ぜひ、友だち追加をお願いします。

日田商工会議所
LINE公式アカウントをご活用下さい !

当アカウントへの投稿に対する直接の返信は致しかねます。
お返事が必要な場合は、別途、電話かメールにてお問い合わせ下さい。

QRコードより友だち追加をお願いします!

●問 日田商工会議所LINE公式アカウント係　℡22－3184　　 　info＠hitacci.com

「第17回小規模事業者持続化補助金」が
公募開始しております!

販路開拓・生産性向上に向けた取組を行う事業者の皆様へ

商工会議所地区
小規模事業者持続化補助金事務局<一般型>
03－6634－9307
事務局ホームページはこちらです。応募要領等はこちらからご確認ください。➡

9:00～ 12:00、13:00～ 17:00
※土日祝の営業日を除く受付時間

お
問
合
せ

第368号（3） 令和7年5月15日 日田商工会議所ニュース

　小規模事業者等が、今後複数年にわたり相次いで直面する制度変更等に対応するために取り
組む販路開拓等の経費を一部補助することにより、地域の雇用や産業を支える小規模事業者等
の生産性向上と持続的発展を図ることを目的とした補助金です。

補助対象経費
機械装置等費、広報費、ウェブサイト関連費、展示会等出展費（オンラインによる展示会・商談
会等を含む）、旅費、新商品開発費、借料、委託・外注費 等

補助上限 50万円 （要件を満たせば最大250万円）　※詳細は応募要領をご確認ください。

補助対象者
●商業・サービス業（宿泊業・娯楽業除く） 常時使用する従業員の数 5人以下
●サービス業のうち宿泊業・娯楽業 常時使用する従業員の数 20人以下
●製造業その他 常時使用する従業員の数 20人以下

※その他、詳細は公募要領をご確認ください。

申請受付締切 2025年6月13日（金）

公募回 申請者数 採択者数 採択率
第14回 13,597 8,497 62.5％
第15回 13,336 5,580 41.8％
第16回   7,371 2,741 37.2％

※直近3回の状況

※事業支援計画書（様式4）発行の受付締切
　2025年6月3日 ㈫



　企
業
な
ど
で
不
祥
事
が
発
生
し
た

場
合
は
、
通
常
は
社
内
調
査
が
行
わ

れ
て
、
そ
れ
を
内
外
に
公
表
す
る
こ
と

で
信
用
を
回
復
す
る
と
い
う
の
が
一

般
的
な
方
法
で
す
。そ
れ
が
刑
事
事
件

の
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ
に
大
き
く
報
道
さ

れ
た
場
合
は
、会
社
の
上
層
部
の
謝
罪

会
見
、警
察
の
公
表
や
監
督
官
庁
に
対

す
る
報
告
と
い
う
形
で
信
用
を
回
復

し
よ
う
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　最
近
は
第
三
者
委
員
会
と
い
う
名

称
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
企
業
や
官
公
庁
、地
方
自
治
体
、

大
学
、
病
院
、
福
祉
施
設
な
ど
で
犯

罪
行
為
、
法
令
違
反
、
社
会
的
非
難

を
招
く
不
正
・
不
適
切
な
行
為
が
あ
っ

て
、社
会
的
信
頼
を
失
墜
す
る
恐
れ
が

生
じ
た
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の

内
部
調
査
で
は
そ
の
客
観
性
への
疑
念

を
払
拭
で
き
な
い
た
め
に
、
外
部
の
者

を
交
え
た
委
員
会
で
調
査
す
る
例
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
近
で

は
企
業
か
ら
独
立
し
た
委
員
の
み
で

構
成
さ
れ
て
、
徹
底
し
た
調
査
を
行
っ

た
う
え
で
専
門
家
と
し
て
の
知
見
と

経
験
に
基
づ
い
て
原
因
を
分
析
し
、
必

要
に
応
じ
て
具
体
的
な
再
発
防
止
な

ど
を
提
言
す
る
タ
イ
プ
の
委
員
会
が

登
場
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
第
三
者
委
員
会
で
す
。不
祥
事
の
社

会
的
影
響
が
大
き
い
場
合
は
株
主
、投

資
家
、
消
費
者
、
取
引
先
、
従
業
員
、

債
権
者
、
地
域
住
民
な
ど
の
ス
テ
ー

ク
・
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）に
対

す
る
企
業
維
持
の
た
め
の
対
策
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
て
、
最
近
で
は
公
務
員

が
不
祥
事
を
起
こ
し
た
場
合
も
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
第
三
者
委
員
会
を
設
置
す
る

か
否
か
は
企
業
や
団
体
が
自
由
に
判

断
す
る
こ
と
で
す
。
最
近
で
は
兵
庫
県

が
第
三
者
委
員
会
を
３
つ
設
置
し
て
、

う
ち「
文
書
問
題
に
関
す
る
調
査
委
員

会
」
が
調
査
報
告
書
を
公
表
し
ま
し

た
。
ま
た
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
問
題
で
も
同

じ
く
調
査
報
告
書
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
調
査
結
果
や
提
言
を
ど
の
よ

う
に
受
け
入
れ
る
か
も
企
業
や
団
体

の
自
由
と
な
り
ま
す
が
、
も
し
意
に
反

す
る
結
果
に
対
し
て「
一
つ
の
意
見
」

と
し
て
無
視
す
る
よ
う
な
場
合
は
そ

れ
こ
そ
社
会
的
信
用
を
失
う
も
の
と

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　日
本
弁
護
士
連
合
会（
日
弁
連
）で

は
弁
護
士
会
に
委
員
の
推
薦
依
頼
が

多
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
弁
護
士
が
委

員
に
な
る
場
合
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

定
・
公
表
し
て
い
ま
す
。
過
去
の
多
く

の
調
査
報
告
書
は
公
表
さ
れ
て
誰
で

も
閲
覧
可
能
な
状
態
に
あ
り
ま
す
の

で
、
企
業
や
団
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス（
統

治
）や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法
令
遵

守
）に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、同

時
に「
第
三
者
委
員
会
報
告
書
格
付
け

委
員
会
」
と
い
う
団
体
が
設
立
さ
れ

て
、そ
の
評
価
も
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
第
三
者
委
員
会
の
公
平

性
・
信
頼
性
が
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
以
下
は
、
基
本
的
な
第
三
者
委

員
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
略
で
す
。

１
　
活
動
内
容

①
不
祥
事
の
事
実
の
調
査
、認
定
、評

価
を
行
い
ま
す
。
事
実
関
係
を
調
べ

て
、
そ
の
経
緯
や
動
機
や
背
景
、
類

似
案
件
の
存
否
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

調
査
手
法
は
企
業
な
ど
と
協
議
し
て

決
め
ま
す
。証
拠
に
基
づ
き
客
観
的
な

事
実
認
定
を
行
い
、こ
の
権
限
は
第
三

者
委
員
会
の
み
に
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
事
実
の
評
価
を
行
い
、
不
祥
事
の

原
因
を
分
析
し
ま
す
。法
的
責
任
に
限

定
さ
れ
ず
、
関
係
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

や
企
業
の
社
会
的
責
任
や
企
業
倫
理

の
観
点
か
ら
も
評
価
さ
れ
ま
す
。企
業

風
土
に
関
す
る
認
定
も
行
い
ま
す
。

②
説
明

　第
三
者
委
員
会
は
企
業
の
ス
テ
ー

ク
・
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）に
対

す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
目
的
で
設

置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
関
係
者
の
法
的

責
任
追
及
を
直
接
の
目
的
と
は
し
ま

せ
ん
。
調
査
報
告
書
は
遅
滞
な
く
公

表
し
ま
す
。
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や

企
業
秘
密
の
部
分
に
つ
い
て
開
示
し
な

い
場
合
は
理
由
を
説
明
し
ま
す
。

③
提
言

　第
三
者
委
員
会
は
調
査
結
果
に
基

づ
い
て
再
発
防
止
策
な
ど
の
提
言
を
行

い
ま
す
。そ
の
場
合
は
具
体
的
な
施
策

の
基
本
的
な
考
え
方
も
示
し
ま
す
。

２
　
第
三
者
委
員
会
の
独
立
性
・
中

立
性

　依
頼
の
形
式
に
か
か
わ
ら
ず
、企
業

な
ど
か
ら
独
立
し
た
立
場
で
そ
の
ス

テ
ー
ク
・
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）

の
た
め
に
中
立
・
公
正
で
客
観
的
な
調

査
を
行
い
ま
す
。企
業
な
ど
と
利
害
関

係
の
あ
る
者
は
委
員
に
就
任
で
き
ま

せ
ん
。
企
業
な
ど
か
ら
独
立
す
る
の
で

調
査
報
告
書
の
作
成
権
限
は
第
三
者

委
員
会
に
専
属
し
ま
す
。調
査
報
告
書

の
提
出
前
に
は
企
業
側
に
は
開
示
し

ま
せ
ん
。集
め
た
資
料
は
第
三
者
委
員

会
が
処
分
し
ま
す
。

３
　
企
業
な
ど
の
協
力

　第
三
者
委
員
会
は
そ
の
任
務
を
果

た
す
た
め
に
、
企
業
な
ど
に
対
し
て
調

査
に
対
す
る
全
面
的
な
協
力
を
求
め

る
も
の
と
し
て
、
企
業
な
ど
は
第
三
者

委
員
会
に
全
面
的
に
協
力
す
る
も
の

と
し
ま
す
。
適
切
な
人
数
の
従
業
員
に

よ
る
事
務
局
を
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。企
業
側
の
協
力
が
得
ら
れ
な

い
場
合
や
妨
害
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は

調
査
報
告
書
に
そ
の
旨
を
記
載
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
　
そ
の
他

①
委
員
の
数
は
３
名
以
上
と
し
て
、関

連
す
る
法
令
の
素
養
が
あ
り
、
事
案
の

性
質
に
よ
り
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
学
識

経
験
者
、
公
認
会
計
士
、
電
子
デ
ー

タ
の
解
析
専
門
家
な
ど
を
選
任
し
ま

す
。
ま
た
、
補
助
要
員
と
し
て
調
査

担
当
弁
護
士
の
選
任
が
で
き
ま
す
。

②
証
拠
の
散
逸
や
隠
ぺ
い
を
防
止
す

る
た
め
、
証
拠
保
全
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設
け
て
情

報
収
集
を
図
り
、従
業
員
か
ら
の
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
自
由
に
応

じ
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
、
そ
の
協
力

に
は
責
任
を
問
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

配
慮
も
必
要
で
す
。

③
調
査
報
告
書
の
作
成
に
際
し
て
は

委
員
の
合
議
と
多
数
決
を
基
本
と
し

ま
す
。

④
第
三
者
委
員
の
報
酬
は
時
間
制
を

基
本
と
し
て
、旅
費
や
日
当
に
も
十
分

な
配
慮
が
必
要
で
す
。委
員
の
辞
任
は

自
由
で
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
日
弁
連
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
基
本
的
な「
企
業
等
」の
ほ
か
に

「
地
方
公
共
団
体
」、「
ス
ポ
ー
ツ
団

体
」、「
学
校
の
い
じ
め
」、「
高
齢

者
・
障
碍
者
の
虐
待
」に
関
す
る
も
の

も
順
次
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
強
制
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
参
考
に
す

べ
き
で
す
。

第368号 （4）令和7年5月15日日田商工会議所ニュース

専門定例無料相談日

※ 定例相談日が休日の場合は次週に順延予定。
　 又、相談日は、都合により変更することもありますので、ご利用の際
　 には事前に会議所まで電話（22−3184）をお願いします。

相 談 内 容 相　談　日 専門指導員

特 許 相 談
毎月第１火曜日 弁 理 士
毎月第４火曜日 大分県発明協会

金 融 相 談 毎月第２火曜日 信 用 保 証 協 会
労 務 相 談 毎月第２水曜日 社会保険労務士
☆経営指導員による金融・税務・経理・労働・取引・その他経営に 
　 関する相談は常時行っています。

日
田
市
淡
窓
１
丁
目

　
弁
護
士
　
一
　
木
　
俊
　
廣

暮らしの法律相談暮らしの法律相談

法
律
で
は
な
く
、
我
が
国
が
発
祥
の
制
度
で
す

第
三
者
委
員
会

お
問
合
せ
は
…

日
田
商
工
会
議
所
　
検
定
係

℡ 

２
２

−

３
１
８
４

＊
簿
記
検
定
＊
　
　
　
※
敬
称
略

（
令
和
７
年
２
月
23
日
施
行
）

《
３
級
》

宇
　佐
　穂
乃
花	

（
玖
珠
美
山
高
校
）

佐
　藤
　悠
　理	

（
玖
珠
美
山
高
校
）

＊
日
商
Ｐ
Ｃ
＊

（
令
和
７
年
２
月
施
行
）

《
文
書
作
成
３
級
》

小
久
保
　都
　江	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

宮
　木
　洋
　二	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

中
　嶋
　亜
　希	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

冨
　崎
　優
　子	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

高
　田
　
　
　泉	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

銭
　花
　華
　穂	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

小
　埜
　奈
津
子	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

坂
　本
　亜
　紀	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

中
　原
　貴
　行	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

平
　野
　陽
　香	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

樋
　口
　和
　之	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

熊
　井
　ム
ツ
ミ	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

山
　内
　
　
　渉	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

（
令
和
７
年
３
月
施
行
）

《
デ
ー
タ
活
用
３
級
》

銭
　花
　華
　穂	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

中
　嶋
　亜
　希	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

小
久
保
　都
　江	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

宮
　木
　洋
　二	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

冨
　崎
　優
　子	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

小
　埜
　奈
津
子	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

坂
　本
　亜
　紀	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

高
　田
　
　
　泉	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

中
　原
　貴
　行	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

平
　野
　陽
　香	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

山
　内
　
　
　渉	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

樋
　口
　和
　之	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

事 業 所 名 代 表 者 住　　　　所 業　　　　　種

チャロット 梶原　　泉 諸留町1042−4 美容室

日田ＦＣＬ 楢原　靖孝 大字花月1342−1 Fit事業(太陽光発電)、農業

㈱K.S企画 河津　　徹 大字日高953番地1 土木一式工事、とび、土木工事業、飲食業、イベント企画

日田グリーンツーリズム花の木 穴井　久満 大字十二町537−7 グリーンツーリズム（民泊）

大分県トラック協会 日田分会 湯浅　充伸 大字友田111−1 協会会員サービス業

新入会員のご紹介（令和7年4月1日現在 ※敬称略）

第234回珠算検定
試 験 日 1〜10級 6月22日 ㈰
申込受付期間 5月2日 ㈮ 〜5月22日 ㈭

受 験 料
（税込）

1級  2,800円
2級  2,000円
3級  1,800円
4〜6級  1,200円
7〜10級  1,000円
暗算1〜3級  1,200円
暗算4〜6級  1,100円
暗算7〜10級  1,000円

【お問合せ】　日田商工会議所　会員係　℡22－3184

日田市内で事業を営む商工業者や団体・個人入会資格 （1口＝2,000円）
法人事業所　5口　10,000円以上
個人事業所　3口　 6,000円以上

年会費商工会議所の窓口に入会申込書を用意しております。
年会費を添えてお申し込みください。

入会手続

ぜひ日田商工会議所へご紹介ください
皆さまのお近くにお悩みの方はいませんか?

記帳の仕方を教えてほしい

事業承継について相談したい

福利厚生を充実させたい

事業資金調達について知りたい

補助金などの情報がほしい

新商品を広めたい

人材育成を図りたい　など

お気軽にお声がけください。
ご相談お待ちしております。

二次元コードで
簡単アクセス

▲

https://www.kentei.ne.jp
商工会議所検定ホームページ

詳細は 日商検定 検索

スキルのかけ算で
　キャリアアップを

目指そう!

実績は信頼へ !

第368号（5） 令和7年5月15日 日田商工会議所ニュース



　企
業
な
ど
で
不
祥
事
が
発
生
し
た

場
合
は
、
通
常
は
社
内
調
査
が
行
わ

れ
て
、
そ
れ
を
内
外
に
公
表
す
る
こ
と

で
信
用
を
回
復
す
る
と
い
う
の
が
一

般
的
な
方
法
で
す
。そ
れ
が
刑
事
事
件

の
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ
に
大
き
く
報
道
さ

れ
た
場
合
は
、会
社
の
上
層
部
の
謝
罪

会
見
、警
察
の
公
表
や
監
督
官
庁
に
対

す
る
報
告
と
い
う
形
で
信
用
を
回
復

し
よ
う
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　最
近
は
第
三
者
委
員
会
と
い
う
名

称
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
企
業
や
官
公
庁
、地
方
自
治
体
、

大
学
、
病
院
、
福
祉
施
設
な
ど
で
犯

罪
行
為
、
法
令
違
反
、
社
会
的
非
難

を
招
く
不
正
・
不
適
切
な
行
為
が
あ
っ

て
、社
会
的
信
頼
を
失
墜
す
る
恐
れ
が

生
じ
た
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の

内
部
調
査
で
は
そ
の
客
観
性
への
疑
念

を
払
拭
で
き
な
い
た
め
に
、
外
部
の
者

を
交
え
た
委
員
会
で
調
査
す
る
例
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
近
で

は
企
業
か
ら
独
立
し
た
委
員
の
み
で

構
成
さ
れ
て
、
徹
底
し
た
調
査
を
行
っ

た
う
え
で
専
門
家
と
し
て
の
知
見
と

経
験
に
基
づ
い
て
原
因
を
分
析
し
、
必

要
に
応
じ
て
具
体
的
な
再
発
防
止
な

ど
を
提
言
す
る
タ
イ
プ
の
委
員
会
が

登
場
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
第
三
者
委
員
会
で
す
。不
祥
事
の
社

会
的
影
響
が
大
き
い
場
合
は
株
主
、投

資
家
、
消
費
者
、
取
引
先
、
従
業
員
、

債
権
者
、
地
域
住
民
な
ど
の
ス
テ
ー

ク
・
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）に
対

す
る
企
業
維
持
の
た
め
の
対
策
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
て
、
最
近
で
は
公
務
員

が
不
祥
事
を
起
こ
し
た
場
合
も
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
第
三
者
委
員
会
を
設
置
す
る

か
否
か
は
企
業
や
団
体
が
自
由
に
判

断
す
る
こ
と
で
す
。
最
近
で
は
兵
庫
県

が
第
三
者
委
員
会
を
３
つ
設
置
し
て
、

う
ち「
文
書
問
題
に
関
す
る
調
査
委
員

会
」
が
調
査
報
告
書
を
公
表
し
ま
し

た
。
ま
た
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
問
題
で
も
同

じ
く
調
査
報
告
書
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
調
査
結
果
や
提
言
を
ど
の
よ

う
に
受
け
入
れ
る
か
も
企
業
や
団
体

の
自
由
と
な
り
ま
す
が
、
も
し
意
に
反

す
る
結
果
に
対
し
て「
一
つ
の
意
見
」

と
し
て
無
視
す
る
よ
う
な
場
合
は
そ

れ
こ
そ
社
会
的
信
用
を
失
う
も
の
と

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　日
本
弁
護
士
連
合
会（
日
弁
連
）で

は
弁
護
士
会
に
委
員
の
推
薦
依
頼
が

多
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
弁
護
士
が
委

員
に
な
る
場
合
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

定
・
公
表
し
て
い
ま
す
。
過
去
の
多
く

の
調
査
報
告
書
は
公
表
さ
れ
て
誰
で

も
閲
覧
可
能
な
状
態
に
あ
り
ま
す
の

で
、
企
業
や
団
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス（
統

治
）や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法
令
遵

守
）に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、同

時
に「
第
三
者
委
員
会
報
告
書
格
付
け

委
員
会
」
と
い
う
団
体
が
設
立
さ
れ

て
、そ
の
評
価
も
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
第
三
者
委
員
会
の
公
平

性
・
信
頼
性
が
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
以
下
は
、
基
本
的
な
第
三
者
委

員
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
略
で
す
。

１
　
活
動
内
容

①
不
祥
事
の
事
実
の
調
査
、認
定
、評

価
を
行
い
ま
す
。
事
実
関
係
を
調
べ

て
、
そ
の
経
緯
や
動
機
や
背
景
、
類

似
案
件
の
存
否
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

調
査
手
法
は
企
業
な
ど
と
協
議
し
て

決
め
ま
す
。証
拠
に
基
づ
き
客
観
的
な

事
実
認
定
を
行
い
、こ
の
権
限
は
第
三

者
委
員
会
の
み
に
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
事
実
の
評
価
を
行
い
、
不
祥
事
の

原
因
を
分
析
し
ま
す
。法
的
責
任
に
限

定
さ
れ
ず
、
関
係
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

や
企
業
の
社
会
的
責
任
や
企
業
倫
理

の
観
点
か
ら
も
評
価
さ
れ
ま
す
。企
業

風
土
に
関
す
る
認
定
も
行
い
ま
す
。

②
説
明

　第
三
者
委
員
会
は
企
業
の
ス
テ
ー

ク
・
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）に
対

す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
目
的
で
設

置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
関
係
者
の
法
的

責
任
追
及
を
直
接
の
目
的
と
は
し
ま

せ
ん
。
調
査
報
告
書
は
遅
滞
な
く
公

表
し
ま
す
。
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や

企
業
秘
密
の
部
分
に
つ
い
て
開
示
し
な

い
場
合
は
理
由
を
説
明
し
ま
す
。

③
提
言

　第
三
者
委
員
会
は
調
査
結
果
に
基

づ
い
て
再
発
防
止
策
な
ど
の
提
言
を
行

い
ま
す
。そ
の
場
合
は
具
体
的
な
施
策

の
基
本
的
な
考
え
方
も
示
し
ま
す
。

２
　
第
三
者
委
員
会
の
独
立
性
・
中

立
性

　依
頼
の
形
式
に
か
か
わ
ら
ず
、企
業

な
ど
か
ら
独
立
し
た
立
場
で
そ
の
ス

テ
ー
ク
・
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）

の
た
め
に
中
立
・
公
正
で
客
観
的
な
調

査
を
行
い
ま
す
。企
業
な
ど
と
利
害
関

係
の
あ
る
者
は
委
員
に
就
任
で
き
ま

せ
ん
。
企
業
な
ど
か
ら
独
立
す
る
の
で

調
査
報
告
書
の
作
成
権
限
は
第
三
者

委
員
会
に
専
属
し
ま
す
。調
査
報
告
書

の
提
出
前
に
は
企
業
側
に
は
開
示
し

ま
せ
ん
。集
め
た
資
料
は
第
三
者
委
員

会
が
処
分
し
ま
す
。

３
　
企
業
な
ど
の
協
力

　第
三
者
委
員
会
は
そ
の
任
務
を
果

た
す
た
め
に
、
企
業
な
ど
に
対
し
て
調

査
に
対
す
る
全
面
的
な
協
力
を
求
め

る
も
の
と
し
て
、
企
業
な
ど
は
第
三
者

委
員
会
に
全
面
的
に
協
力
す
る
も
の

と
し
ま
す
。
適
切
な
人
数
の
従
業
員
に

よ
る
事
務
局
を
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。企
業
側
の
協
力
が
得
ら
れ
な

い
場
合
や
妨
害
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は

調
査
報
告
書
に
そ
の
旨
を
記
載
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
　
そ
の
他

①
委
員
の
数
は
３
名
以
上
と
し
て
、関

連
す
る
法
令
の
素
養
が
あ
り
、
事
案
の

性
質
に
よ
り
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
学
識

経
験
者
、
公
認
会
計
士
、
電
子
デ
ー

タ
の
解
析
専
門
家
な
ど
を
選
任
し
ま

す
。
ま
た
、
補
助
要
員
と
し
て
調
査

担
当
弁
護
士
の
選
任
が
で
き
ま
す
。

②
証
拠
の
散
逸
や
隠
ぺ
い
を
防
止
す

る
た
め
、
証
拠
保
全
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設
け
て
情

報
収
集
を
図
り
、従
業
員
か
ら
の
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
自
由
に
応

じ
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
、
そ
の
協
力

に
は
責
任
を
問
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

配
慮
も
必
要
で
す
。

③
調
査
報
告
書
の
作
成
に
際
し
て
は

委
員
の
合
議
と
多
数
決
を
基
本
と
し

ま
す
。

④
第
三
者
委
員
の
報
酬
は
時
間
制
を

基
本
と
し
て
、旅
費
や
日
当
に
も
十
分

な
配
慮
が
必
要
で
す
。委
員
の
辞
任
は

自
由
で
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
日
弁
連
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
基
本
的
な「
企
業
等
」の
ほ
か
に

「
地
方
公
共
団
体
」、「
ス
ポ
ー
ツ
団

体
」、「
学
校
の
い
じ
め
」、「
高
齢

者
・
障
碍
者
の
虐
待
」に
関
す
る
も
の

も
順
次
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
強
制
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
参
考
に
す

べ
き
で
す
。

第368号 （4）令和7年5月15日日田商工会議所ニュース

専門定例無料相談日

※ 定例相談日が休日の場合は次週に順延予定。
　 又、相談日は、都合により変更することもありますので、ご利用の際
　 には事前に会議所まで電話（22−3184）をお願いします。

相 談 内 容 相　談　日 専門指導員

特 許 相 談
毎月第１火曜日 弁 理 士
毎月第４火曜日 大分県発明協会

金 融 相 談 毎月第２火曜日 信 用 保 証 協 会
労 務 相 談 毎月第２水曜日 社会保険労務士
☆経営指導員による金融・税務・経理・労働・取引・その他経営に 
　 関する相談は常時行っています。

日
田
市
淡
窓
１
丁
目

　
弁
護
士
　
一
　
木
　
俊
　
廣

暮らしの法律相談暮らしの法律相談

法
律
で
は
な
く
、
我
が
国
が
発
祥
の
制
度
で
す

第
三
者
委
員
会

お
問
合
せ
は
…

日
田
商
工
会
議
所
　
検
定
係

℡ 

２
２

−

３
１
８
４

＊
簿
記
検
定
＊
　
　
　
※
敬
称
略

（
令
和
７
年
２
月
23
日
施
行
）

《
３
級
》

宇
　佐
　穂
乃
花	

（
玖
珠
美
山
高
校
）

佐
　藤
　悠
　理	

（
玖
珠
美
山
高
校
）

＊
日
商
Ｐ
Ｃ
＊

（
令
和
７
年
２
月
施
行
）

《
文
書
作
成
３
級
》

小
久
保
　都
　江	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

宮
　木
　洋
　二	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

中
　嶋
　亜
　希	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

冨
　崎
　優
　子	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

高
　田
　
　
　泉	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

銭
　花
　華
　穂	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

小
　埜
　奈
津
子	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

坂
　本
　亜
　紀	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

中
　原
　貴
　行	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

平
　野
　陽
　香	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

樋
　口
　和
　之	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

熊
　井
　ム
ツ
ミ	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

山
　内
　
　
　渉	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

（
令
和
７
年
３
月
施
行
）

《
デ
ー
タ
活
用
３
級
》

銭
　花
　華
　穂	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

中
　嶋
　亜
　希	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

小
久
保

　都
　江	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

宮
　木
　洋
　二	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

冨
　崎
　優
　子	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

小
　埜
　奈
津
子	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

坂
　本
　亜
　紀	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

高
　田
　
　
　泉	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

中
　原
　貴
　行	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

平
　野
　陽
　香	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

山
　内
　
　
　渉	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

樋
　口
　和
　之	

（
花
月
ピ
ー
シ
ー
ネ
ッ
ト
）

事 業 所 名 代 表 者 住　　　　所 業　　　　　種

チャロット 梶原　　泉 諸留町1042−4 美容室

日田ＦＣＬ 楢原　靖孝 大字花月1342−1 Fit事業(太陽光発電)、農業

㈱K.S企画 河津　　徹 大字日高953番地1 土木一式工事、とび、土木工事業、飲食業、イベント企画

日田グリーンツーリズム花の木 穴井　久満 大字十二町537−7 グリーンツーリズム（民泊）

大分県トラック協会 日田分会 湯浅　充伸 大字友田111−1 協会会員サービス業

新入会員のご紹介（令和7年4月1日現在 ※敬称略）

第234回珠算検定
試 験 日 1〜10級 6月22日 ㈰
申込受付期間 5月2日 ㈮ 〜5月22日 ㈭

受 験 料
（税込）

1級  2,800円
2級  2,000円
3級  1,800円
4〜6級  1,200円
7〜10級  1,000円
暗算1〜3級  1,200円
暗算4〜6級  1,100円
暗算7〜10級  1,000円

【お問合せ】　日田商工会議所　会員係　℡22－3184

日田市内で事業を営む商工業者や団体・個人入会資格 （1口＝2,000円）
法人事業所　5口　10,000円以上
個人事業所　3口　 6,000円以上

年会費商工会議所の窓口に入会申込書を用意しております。
年会費を添えてお申し込みください。

入会手続

ぜひ日田商工会議所へご紹介ください
皆さまのお近くにお悩みの方はいませんか?

記帳の仕方を教えてほしい

事業承継について相談したい

福利厚生を充実させたい

事業資金調達について知りたい

補助金などの情報がほしい

新商品を広めたい

人材育成を図りたい　など

お気軽にお声がけください。
ご相談お待ちしております。

二次元コードで
簡単アクセス

▲

https://www.kentei.ne.jp
商工会議所検定ホームページ

詳細は 日商検定 検索

スキルのかけ算で
　キャリアアップを

目指そう!

実績は信頼へ !

第368号（5） 令和7年5月15日 日田商工会議所ニュース



考動する商工会議所考動する商工会議所 掲
示
板

　
事
業
の
経
営
改
善
を
目
的
と
し

た
無
担
保
・
無
保
証
人
・
低
金
利

の
融
資
制
度
で
す
。

　
お
申
し
込
み
に
際
し
、当
所
で
事

前
調
査
の
上
、
審
査
会
を
月
1
回

実
施
し
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
へ

推
薦
し
ま
す
。
（
申
込
は
随
時
）

◆
融
資
対
象
者

　
従
業
員
数
が
20
人
以
下（
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
5
人
以
下
※

宿
泊
業
・
娯
楽
業
は
20
名
以
下
）

の
事
業
所
。
（
他
に
要
件
あ
り
）

◆
融
資
額
　
２
０
０
０
万
円
以
内

◆
返
済
期
間

　
設
備
資
金
　
10
年
以
内

　
運
転
資
金
　
7
年
以
内

◆
利
率
　
2
・
０
０
%

（
令
和
7
年
4
月
1
日
現
在
）

　
皆
様
の
地
域
へ
お
伺
い
し
て
、

「
経
営
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

竹
田
地
区

◆
日
時
　
5
月
22
日
㈭

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

◆
場
所
　
若
宮
公
民
館

（
竹
田
新
町
１

−

３
７
）

隈
・
庄
手
地
区

◆
日
時
　
6
月
24
日
㈫

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

◆
場
所
　
日
田
祇
園
山
鉾
会
館

（
隈
2

−

７

−

10
）

　
創
業
・
経
営
革
新
・
金
融
・
経

理
・
税
務
・
労
務
な
ど
、経
営
に
つ

い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
米
国
の
自
動
車
に
対
す
る
追
加

関
税
措
置
の
発
行
と
相
互
関
税
の

発
表
を
受
け
て
、
経
済
産
業
省
に

「
米
国
関
税
対
策
本
部
」
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、短
期
の
対
応
と
し

て
、
各
地
の
関
係
機
関
で
特
別
相

談
窓
口
の
設
置
や
資
金
繰
り
支
援

等
を
実
施
し
ま
す
。

◆
具
体
的
な
支
援
策

①
特
別
相
談
窓
口
の
設
置

②
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
の
要
件

緩
和

③
官
民
金
融
機
関
へ
の
相
談
呼
び

か
け

④
日
本
貿
易
保
険（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
）に

よ
る
資
金
調
達
等
の
支
援

　
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
日
田
商
工
会
議
所
に
労
働
保
険

事
務
委
託
を
さ
れ
て
い
る
事
業
所

様
に
お
き
ま
し
て
は
、
労
働
保
険

料
等
納
入
通
知
書
を
、
6
月
中
旬

頃
に
郵
送
に
て
お
送
り
致
し
ま
す

の
で
、
案
内
文
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
期
限
ま
で
に
、
窓
口
も
し
く

は
お
振
込
み
に
て
お
支
払
い
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
従
業
員
の
雇
用
保
険
資

格
取
得
・
喪
失
の
お
手
続
き
は
、随

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、手

続
き
等
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
事
業

所
様
は
お
早
め
に
ご
対
応
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
雇
用
保
険
資
格
取
得
・
喪
失
の

書
類
提
出
の
際
に
は
、
「
出
勤
簿
・

タ
イ
ム
カ
ー
ド
」「
賃
金
台
帳
・
給

与
明
細
」
及
び「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

郵
送
か
メ
ー
ル
、も
し
く
は
窓
口
ま

で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
提
出
用
の
書
式
デ
ー
タ
に
つ
き

ま
し
て
は
、商
工
会
議
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ご
ざ
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

日
田
商
工
会
議
所℡２

２

−

３
１
８
４

マ
ル
経
資
金

マ
ル
経
資
金（
経
営
改
善
貸
付
）

（
経
営
改
善
貸
付
）

第368号 （6）令和7年5月15日日田商工会議所ニュース

日
本
政
策
金
融
公
庫

日
本
政
策
金
融
公
庫

国
民
事
業
部

　金
利

国
民
事
業
部

　金
利

◆ 

マ
ル
経
金
利 

2
・
0
0 

％

◆ 

政
策
公
庫
　
基
準
金
利

2
・
9
0 

％
～
4
・
0
0 

％

◆ 

教
育
ロ
ー
ン 

2
・
9
5 

％

（
令
和
7
年
4
月
1
日
現
在
）

商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
等

商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
等

に
よ
る
移
動
相
談

に
よ
る
移
動
相
談

「
米
国
自
動
車
関
税
措
置
等
に

「
米
国
自
動
車
関
税
措
置
等
に

伴
う
特
別
相
談
窓
口
」設
置
の

伴
う
特
別
相
談
窓
口
」設
置
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

労
働
保
険
料
納
入
に
つ
い
て

労
働
保
険
料
納
入
に
つ
い
て

令和7年度の雇用保険料の料率

労 働 者 事 業 主

一般の事業 5.5/1000   9/1000

農 林 水 産 
清 酒 製 造 6.5/1000 10/1000

建設の事業 6.5/1000 11/1000

負担
事業

業務課所　属
今年度より日田商工会議所の一員となりました佐藤で
す。未熟ではございますが、日田市の発展に貢献でき
るよう努めてまいります。

意気込み

令和7年4月1日入所日

佐　藤　闘　勇
さ とう とう い

業況DI今期は回復傾向、来期は悪化傾向の見通し

調査結果の詳細は日田商工会議所ホームページで公開しています。
（https://hitacci.com/survey） 詳細はこちら

※DI＝「好転」「増加」企業 －「悪化」「減少」企業割合

市内企業景気動向調査 令和7年1～3月期

調査にご協力いただきました企業の皆様、ありがとうございました。

改善傾向 悪化傾向 ※下段はDI値横ばい

業　　　況 売　　　上 採　　　算
今期

R7.1-3月
来期

R7.4-6月
今期

R7.1-3月
来期

R7.4-6月

製
造
業

建
設
業

小
売
業
サ
ー
ビ
ス
業

卸
売
業

0.0 ▲28.6

▲16.7 ▲25.0

▲31.3

15.4

▲33.3 ▲22.2

6.3 ▲31.3▲31.30.0 ▲18.8

7.7

0.0 0.0 ▲11.1

15.4 7.77.7

▲16.7

0.0 ▲28.6

▲8.3

14.3 ▲28.6

▲25.0

7.7

▲22.2

▲25.0

今期
R7.1-3月

来期
R7.4-6月

考動する商工会議所考動する商工会議所
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4月10日㈭

　
去
る
４
月
17
日
㈭
に
青
年
部
通

常
会
員
総
会
が
開
催
さ
れ
、
役
員

改
選
の
結
果

会
　
　
長
　
佐
藤
　
雅
宏

（
マ
ル
ト
木
材 

㈱
）

直
前
会
長
　
門
田
　
康
弘

（
門
田
林
産
）

副
会
長
　
河
津
　
賢
太
郎

（
河
津
建
設 

㈱
）

　
　〃　
　
　
野
口
　
謙
太（（同）

ネ
オ
）

　
　〃　
　
　
日
髙
　
洋
平

（
㈲ 

サ
ン
・
グ
リ
ー
ン
）

専
務
理
事
　
水
嶋
　
祐
介

（
㈱ 

キ
ソ
ウ
ク
リ
エ
イ
ト
）

　
以
上
が
新
執
行
部
と
し
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。今
年
度
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
３
月
24
日
㈪
に
、
九
州
商
工
会

議
所
女
性
会
連
合
会
役
員
会
が
福

岡
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
役

員
会
終
了
後
は
、
４
つ
の
部
門

（
総
務
・
事
業
・
交
流
・
会
計
）

に
分
か
れ
て
の
意
見
交
換
会
が
あ

り
、
九
州
各
地
の
女
性
会
の
活
動

内
容
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
今
後
の

事
業
へ
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　
女
性
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
日
田
商
工
会

議
所
女
性
会
事
務
局
ま
で

℡ 

２
２

−

３
１
８
４

九
州
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

役
員
会
に
参
加

令
和
７
年
度 

青
年
部
通
常
会
員
総
会 

開
催

女性会
青年部

　こ
の
春
、
市
内
事
業
所
に

就
職
さ
れ
た
新
入
社
員
の
方

を
対
象
と
し
た
激
励
大
会
・

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　椋
野
市
長
や
十
時
会
頭
よ

り
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
い

た
後
、
15
社
39
名
の
参
加
者

が
、
接
客
マ
ナ
ー
や
電
話
応

対
な
ど
の
社
会
人
と
し
て
求

め
ら
れ
る
心
構
え
や
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
の
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　講
師
と
し
て
、
㈱ 

プ
レ
ス

タ
イ
ム
九
州 

米
澤 

金
作
氏

と
㈱
大
銀
経
済
経
営
研
究

所 

佐
藤 

悦
子
氏
を
招
き
、

実
践
を
交
え
た
内
容
で
参
加

者
同
士
が
協
力
し
な
が
ら
取

り
組
む
場
面
も
多
く
、
緊
張

の
中
に
も
和
や
か
な
雰
囲
気

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
異
な
る
事
業
所
の
新

入
社
員
同
士
が
意
見
交
換
を

行
う
な
ど
、
交
流
の
機
会
に

も
恵
ま
れ
、互
い
に
刺
激
を
受

け
な
が
ら
視
野
を
広
げ
る
貴

重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　今
回
の
研
修
で
得
た
学
び

や
気
付
き
が
、
日
田
市
の
今

後
を
担
う
若
い
人
材
の
一
助

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

新
入
社
員
激
励
大
会
・
研
修
会

想夫恋焼専門の店

ホームページ／http://www.sofuren.com

本店／大分県日田市若宮町416－1
　　　TEL 0973－24－3188
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事
業
の
経
営
改
善
を
目
的
と
し

た
無
担
保
・
無
保
証
人
・
低
金
利

の
融
資
制
度
で
す
。

　
お
申
し
込
み
に
際
し
、当
所
で
事

前
調
査
の
上
、
審
査
会
を
月
1
回

実
施
し
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
へ

推
薦
し
ま
す
。
（
申
込
は
随
時
）

◆
融
資
対
象
者

　
従
業
員
数
が
20
人
以
下（
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
5
人
以
下
※

宿
泊
業
・
娯
楽
業
は
20
名
以
下
）

の
事
業
所
。
（
他
に
要
件
あ
り
）

◆
融
資
額
　
２
０
０
０
万
円
以
内

◆
返
済
期
間

　
設
備
資
金
　
10
年
以
内

　
運
転
資
金
　
7
年
以
内

◆
利
率
　
2
・
０
０
%

（
令
和
7
年
4
月
1
日
現
在
）

　
皆
様
の
地
域
へ
お
伺
い
し
て
、

「
経
営
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

竹
田
地
区

◆
日
時
　
5
月
22
日
㈭

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

◆
場
所
　
若
宮
公
民
館

（
竹
田
新
町
１

−

３
７
）

隈
・
庄
手
地
区

◆
日
時
　
6
月
24
日
㈫

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

◆
場
所
　
日
田
祇
園
山
鉾
会
館

（
隈
2

−

７

−

10
）

　
創
業
・
経
営
革
新
・
金
融
・
経

理
・
税
務
・
労
務
な
ど
、経
営
に
つ

い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
米
国
の
自
動
車
に
対
す
る
追
加

関
税
措
置
の
発
行
と
相
互
関
税
の

発
表
を
受
け
て
、
経
済
産
業
省
に

「
米
国
関
税
対
策
本
部
」
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、短
期
の
対
応
と
し

て
、
各
地
の
関
係
機
関
で
特
別
相

談
窓
口
の
設
置
や
資
金
繰
り
支
援

等
を
実
施
し
ま
す
。

◆
具
体
的
な
支
援
策

①
特
別
相
談
窓
口
の
設
置

②
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
の
要
件

緩
和

③
官
民
金
融
機
関
へ
の
相
談
呼
び

か
け

④
日
本
貿
易
保
険（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
）に

よ
る
資
金
調
達
等
の
支
援

　
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
日
田
商
工
会
議
所
に
労
働
保
険

事
務
委
託
を
さ
れ
て
い
る
事
業
所

様
に
お
き
ま
し
て
は
、
労
働
保
険

料
等
納
入
通
知
書
を
、
6
月
中
旬

頃
に
郵
送
に
て
お
送
り
致
し
ま
す

の
で
、
案
内
文
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
期
限
ま
で
に
、
窓
口
も
し
く

は
お
振
込
み
に
て
お
支
払
い
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
従
業
員
の
雇
用
保
険
資

格
取
得
・
喪
失
の
お
手
続
き
は
、随

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、手

続
き
等
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
事
業

所
様
は
お
早
め
に
ご
対
応
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
雇
用
保
険
資
格
取
得
・
喪
失
の

書
類
提
出
の
際
に
は
、
「
出
勤
簿
・

タ
イ
ム
カ
ー
ド
」「
賃
金
台
帳
・
給

与
明
細
」
及
び「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

郵
送
か
メ
ー
ル
、も
し
く
は
窓
口
ま

で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
提
出
用
の
書
式
デ
ー
タ
に
つ
き

ま
し
て
は
、商
工
会
議
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ご
ざ
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

日
田
商
工
会
議
所℡２

２

−

３
１
８
４

マ
ル
経
資
金

マ
ル
経
資
金（
経
営
改
善
貸
付
）

（
経
営
改
善
貸
付
）

第368号 （6）令和7年5月15日日田商工会議所ニュース

日
本
政
策
金
融
公
庫

日
本
政
策
金
融
公
庫

国
民
事
業
部
　金
利

国
民
事
業
部
　金
利

◆ 

マ
ル
経
金
利 

2
・
0
0 

％

◆ 

政
策
公
庫
　
基
準
金
利

2
・
9
0 

％
～
4
・
0
0 

％

◆ 

教
育
ロ
ー
ン 

2
・
9
5 

％

（
令
和
7
年
4
月
1
日
現
在
）

商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
等

商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
等

に
よ
る
移
動
相
談

に
よ
る
移
動
相
談

「
米
国
自
動
車
関
税
措
置
等
に

「
米
国
自
動
車
関
税
措
置
等
に

伴
う
特
別
相
談
窓
口
」設
置
の

伴
う
特
別
相
談
窓
口
」設
置
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

労
働
保
険
料
納
入
に
つ
い
て

労
働
保
険
料
納
入
に
つ
い
て

令和7年度の雇用保険料の料率

労 働 者 事 業 主

一般の事業 5.5/1000   9/1000

農 林 水 産 
清 酒 製 造 6.5/1000 10/1000

建設の事業 6.5/1000 11/1000

負担
事業

業務課所　属
今年度より日田商工会議所の一員となりました佐藤で
す。未熟ではございますが、日田市の発展に貢献でき
るよう努めてまいります。

意気込み

令和7年4月1日入所日

佐　藤　闘　勇
さ とう とう い

業況DI今期は回復傾向、来期は悪化傾向の見通し

調査結果の詳細は日田商工会議所ホームページで公開しています。
（https://hitacci.com/survey） 詳細はこちら

※DI＝「好転」「増加」企業 －「悪化」「減少」企業割合

市内企業景気動向調査 令和7年1～3月期

調査にご協力いただきました企業の皆様、ありがとうございました。

改善傾向 悪化傾向 ※下段はDI値横ばい

業　　　況 売　　　上 採　　　算
今期

R7.1-3月
来期

R7.4-6月
今期

R7.1-3月
来期

R7.4-6月

製
造
業

建
設
業

小
売
業
サ
ー
ビ
ス
業

卸
売
業

0.0 ▲28.6

▲16.7 ▲25.0

▲31.3

15.4

▲33.3 ▲22.2

6.3 ▲31.3▲31.30.0 ▲18.8

7.7

0.0 0.0 ▲11.1

15.4 7.77.7

▲16.7

0.0 ▲28.6

▲8.3

14.3 ▲28.6

▲25.0

7.7

▲22.2

▲25.0

今期
R7.1-3月

来期
R7.4-6月

考動する商工会議所考動する商工会議所

第368号（7） 令和7年5月15日 日田商工会議所ニュース

4月10日㈭

　
去
る
４
月
17
日
㈭
に
青
年
部
通

常
会
員
総
会
が
開
催
さ
れ
、
役
員

改
選
の
結
果

会
　
　
長
　
佐
藤
　
雅
宏

（
マ
ル
ト
木
材 

㈱
）

直
前
会
長
　
門
田
　
康
弘

（
門
田
林
産
）

副
会
長
　
河
津
　
賢
太
郎

（
河
津
建
設 

㈱
）

　
　〃　
　
　
野
口
　
謙
太（（同）

ネ
オ
）

　
　〃　
　
　
日
髙
　
洋
平

（
㈲ 

サ
ン
・
グ
リ
ー
ン
）

専
務
理
事
　
水
嶋
　
祐
介

（
㈱ 

キ
ソ
ウ
ク
リ
エ
イ
ト
）

　
以
上
が
新
執
行
部
と
し
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。今
年
度
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
３
月
24
日
㈪
に
、
九
州
商
工
会

議
所
女
性
会
連
合
会
役
員
会
が
福

岡
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
役

員
会
終
了
後
は
、
４
つ
の
部
門

（
総
務
・
事
業
・
交
流
・
会
計
）

に
分
か
れ
て
の
意
見
交
換
会
が
あ

り
、
九
州
各
地
の
女
性
会
の
活
動

内
容
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
今
後
の

事
業
へ
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　
女
性
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
日
田
商
工
会

議
所
女
性
会
事
務
局
ま
で

℡ 

２
２

−

３
１
８
４

九
州
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

役
員
会
に
参
加

令
和
７
年
度 

青
年
部
通
常
会
員
総
会 

開
催

女性会
青年部

　こ
の
春
、
市
内
事
業
所
に

就
職
さ
れ
た
新
入
社
員
の
方

を
対
象
と
し
た
激
励
大
会
・

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　椋
野
市
長
や
十
時
会
頭
よ

り
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
い

た
後
、
15
社
39
名
の
参
加
者

が
、
接
客
マ
ナ
ー
や
電
話
応

対
な
ど
の
社
会
人
と
し
て
求

め
ら
れ
る
心
構
え
や
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
の
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　講
師
と
し
て
、
㈱ 

プ
レ
ス

タ
イ
ム
九
州 

米
澤 

金
作
氏

と
㈱
大
銀
経
済
経
営
研
究

所 

佐
藤 
悦
子
氏
を
招
き
、

実
践
を
交
え
た
内
容
で
参
加

者
同
士
が
協
力
し
な
が
ら
取

り
組
む
場
面
も
多
く
、
緊
張

の
中
に
も
和
や
か
な
雰
囲
気

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
異
な
る
事
業
所
の
新

入
社
員
同
士
が
意
見
交
換
を

行
う
な
ど
、
交
流
の
機
会
に

も
恵
ま
れ
、互
い
に
刺
激
を
受

け
な
が
ら
視
野
を
広
げ
る
貴

重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　今
回
の
研
修
で
得
た
学
び

や
気
付
き
が
、
日
田
市
の
今

後
を
担
う
若
い
人
材
の
一
助

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

新
入
社
員
激
励
大
会
・
研
修
会

想夫恋焼専門の店

ホームページ／http://www.sofuren.com

本店／大分県日田市若宮町416－1
　　　TEL 0973－24－3188



「健康経営®」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。「健康経営®」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。

日田商工会議所共済係

アクサ生命保険（株）日田分室
℡22－7416

℡ 22－3184

第368号 （8）令和7年5月15日日田商工会議所ニュース

利用を希望される方は、当所会報係までお問い合わせください。（℡ 22－3184）

会報誌チラシ同封サービス
開始しました! 会員企業にダイレクトでＰＲしてみませんか？

当所の会報誌に同封して、自社のPRを商工会議所会員企業に直接アプローチできます。
企業情報や商品・サービス、イベント情報などのPRにぜひご利用ください。

A4サイズ　11,000円（税込）～利用料金

会員事業所の皆さまへ

「商工会議所福祉制度キャンペーン」（5月～6月）のご案内 
～会員事業所の皆様のニーズにお応えし、保障プランがさらに充実しました～

日田商工会議所共済係 ℡22－3184／アクサ生命保険㈱日田分室 ℡22－7416お問合わせ

　ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を4/1 ～
6/30に実施いたします。（※4/1~4/30はアクサ単独キャンペー
ンとして実施）　本キャンペーンは、『商工会議所福祉制度』を会
員の皆様にご理解いただき、会員事業所の福祉向上にお役立てい
ただくことを主な目的としています。　『商工会議所福祉制度』は、
経営者・役員の皆様の保障や退職金準備他、入院・介護・老後に
備えた様々な保障ニーズにお応えするものです。
　商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当社員がお伺い
した際には、是非ご協力いただきますようお願い申しあげます。

※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全国各地の商工会議所および
　アクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。









SNS × 生成AI
で 情報発信 を 加速！

～文章・画像・動画・音声を自在に活用する最新戦略～

杉山 貴思 氏

・Ｇ-ｗｏｒｄ(グッドワード)代表 ・ＡＩプロデューサー
国内初の（一社）日本情報技術協会認定ＡＩプロデューサーで企業・組
織のイノベーションを指導する実力者。キャッシュレス決済講師としても国
内トップレベルの登壇数。ＥＣビジネスのコンサルタントとしても２００５年
から１０万ページ以上のコンサル実績がある。他に認定プロフェッショナ
ルコーチ、認定ビジネスモデル・デザイナーなどの有資格者。独立してか
らは３０年経過、ライター歴も約３０年。ＴＶやネットなど各種メディアで取
り上げられている。地方創生の見識も豊富である。

講 師

【内 容】

SNS活用の重要性と生成AIの役割
SNS×生成AIの活用事例
実演①：SNS投稿をAIで自動作成
実演②：SNS・チラシ用画像AI作成
実演③：マップ戦略とAI活用
実演④：音声・ナレーションの生成

SNS運用の課題をAIで解決！本セミナーでは、ChatGPTや画像生成、Sora（動画生成）などの最新
生成AIツールを活用し、効果的なSNS投稿を素早く作成する方法を学びます。文章作成、画像デザ
イン、動画編集、マップ戦略等をAIで効率化し、SNSによる発信力を劇的に向上させます！講師に
よる実演を見ながら、すぐに使えるスキルが学べます。InstagramやLINE公式アカウントなどの
SNSを活用してビジネスを成長させたい方必聴のセミナーです。この機会にぜひご参加ください。

事 業 所 名
T E L
F A X

所 在 地

受 講 者 氏 名 メール

※ご記入いただいた情報は、当会からの各種連絡・情報提供のために利用するほか、セミナー参加者の実態調査・分析のために利用することがあります。

FAX:０９７３-２４-７７６６日田商工会議所 行 申込日（2025/        /        ）

６/１９(木)開催『SNS×生成AI』受講申込書

会場：日田商工会議所 4階 大ホール

（日田市三本松2丁目2-16）

定員：３０名（先着順） 受講料：無料

申込：下記申込書をFAX、または

QRコードの申込フォームよりお申込ください

主催：日田商工会議所
（TEL：０９７３-２２-３１８４）

２０２５年６月１９ 日（木）

            １４:００ – １６:００

QR申込フォーム



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日田市の伝統的行事である「日田祇園の曳山行事」の参加者

を募集いたします。 

  約 300 年の歴史を誇る日田祇園山鉾の巡行を体験してみ

ませんか？                    
 

 

≪日田祇園曳山行事 募集概要≫ 

【日時】・集団顔見世 

      令和７年７月２０日（日） １５：００～２３：００ ※各町内ごとに集合時間等が変わります 

     ・日田祇園（本祭） 

      令和７年７月２６日（土）、２７日（日） ８：００～２３：００ 

                                   ※各町内ごとに集合時間等が変わります 

【募集者】 中学生～50 歳までの男性 

【体験内容】山鉾巡行における後ろ押し（山鉾の後方から押し手として参加） 

【申し込み方法】 

申込方法①裏面の『参加申込書兼同意書』にご記入後、ＦＡＸ(24-7766)で送信 

申込方法②スマートフォンから下記の二次元コードを読み込み、入力フォームよりお申込み 

 

 

※お申込みはこちらから → 

 

 

 

 

日田祗園祭 
参加者を募集します！ 

【お問合せ】 

日田祇園山鉾集団顔見世週末開催実行委員会（日田商工会議所内）  

 TEL：２２－３１８４ FAX：２４－７７６６ E-mail：info@hitacci.com 

 

 

 

 

 



令和７年度『日田祇園山鉾 曳山行事』 参加申込書兼同意書 

 以下の必要事項をご記入の上、同意書の内容をご確認いただき、お申し込みください。 
 

【日 時】日田祇園祭 集団顔見世…令和７年７月２０日(日) 15:00～23:00（目安） 

           本祭…令和７年７月２６日(土)、２７日(日) 8:00～23:00（目安） 

           ※お申込みいただいた時間帯とします 
 
 【募集対象者】 中学生～５０歳までの男性 
 
 【体験内容】 山鉾巡行における後ろ押し（山鉾の後方から押し手として参加） 

≪参加申込み記入欄≫ 

ふりがな   

生年月日 

西暦    年   月   日 

 

※募集者は中学生～50 歳までの男性 

参加者氏名   

電話番号 -    ‐ 

住所  
メール 

アドレス 
     ＠ 

（法被サイズ）  Ｍ  ・  Ｌ  ・  ＬＬ   

※ご希望に添えない場合もございますのでご了承ください 

※参加可能日の確認（下記の枠にチェック☑をお願いします〈複数回答可〉） 

７／２０（日） 

【集団顔見世】 

７／２６（土） 

【本祭】 

７／２７（日） 

【本祭】 

□…昼から夜の 

 顔見世終了まで 

     (15:00～23:00) 

□…朝山～昼山 

      (8:00～16:00) 

□…晩山  (17:00～23:00) 

□…朝山～昼山 

      (8:00～16:00) 

□…晩山  (17:00～23:00) 

※参加先やスケジュール等は派遣先決定後にご連絡いたします。※参加時間はおおよその目安です。 
 

私は以下の文章について確認し、日田祇園山鉾 曳山行事への参加にあたり、本同意事項を理解し 
同意します。 

記 
 

◆日 時：日田祇園祭 集団顔見世…令和７年７月２０日(日) 15:00～23:00（目安） 
           本祭…令和７年７月２６日(土)、２７日(日) 8:00～23:00（目安） 
           ※お申込みいただいた時間帯とします 

    ◆体験内容 山鉾巡行における後ろ押し（山鉾の後方から押し手として参加） 
◆参加先：実行委員会より振分けさせていただきます。※後日連絡いたします。 

    ◆保 険：日田祇園集団顔見世週末開催実行委員会指定の『行事参加者の傷害危険担保特約』 
         に加入します。尚、保険料につきましては実行委員会が負担しますので、参加される方の 

氏名、生年月日、連絡先をお知らせください。 
(ひとり当たり予定補償内容：◎死亡･後遺障害…900 万円、◎入院給付金…5,000 円／日、 
◎通院給付金…3,000 円／日) 

    ◆服 装：法被、帯、豆絞りについては実行委員会より貸与します（サイズ基本はＬサイズです）。 
         なおズボンについては各自の準備となりますので短パン(白色推奨)をご準備ください。 

靴についてはスニーカー(運動靴)で大丈夫です。貴重品管理としてウエストバッグ等 
         を持参しても構いませんが、スマホ等の保有については曳き手同士の接触による圧力、 

祭事の水掛け等により破損する恐れがありますので自己責任でお願いいたします。 
    ◆食事等：各町にて対応したします（飲料の購入等、多少の小銭は持っておいた方が便利です） 
    ◆危機管理：熱中症対策として、参加者自身も水分の準備をしてもらいますが、参加する町内側よ 

り補給の為の水分とミネラルを準備予定です。また参加される山鉾のポジションとし 
ては、山鉾初心者でも対応可能な『後ろ押し』となります。 

                                           以 上 
令和 ７ 年   月   日 

 
氏名：                    

 
※上記記載内容につきましては連絡用と参加者への『傷害保険』加入の為利用いたします。 

 

  
※確認後、本人署名 
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